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摘要：屋上緑化に用いる緑化資材としてセダム類が注目され

ている。一方，セダム類の在来種であるキリンソウの一部で

は街路灯下における夜間照明などの環境条件では生育や越冬

性が著しく阻害される場合がある。そこで，本実験ではキリ

ンソウの越冬芽の分化と伸長におよぼす照明の影響を調査し

た。その結果，短日条件は花芽分化を抑制し，越冬芽の分化

を促進した。10 ℃という低温であっても連続感光条件では

花芽分化は継続され，越冬芽は短日条件に比べ分化しづらい

ことが分かった。また，分化した越冬芽は 5 ℃以下の低温条

件であっても連続感光条件では伸長した。紅葉は 5 ℃以下で

誘導され，その後越冬芽以外は落葉した。
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1．はじめに 

 セダム類は CAM 植物であるため，耐乾性が非常に強く，

土壌や水の少ない環境条件でも生育可能である。屋上や中央

分離帯のような植物にとって過酷な環境条件での生育が可能

で，多くの企業が緑化資材として開発している 14)。特に近年，

ヒートアイランド現象が都心部を中心に問題となり，その緩

和対策として屋上や壁面の緑化が注目されている 4)。さらに，

自治体による屋上緑化の条例化 1)を契機に屋上緑化に対する

関心が高まり，平成 12 年から 21 年における屋上緑化の累計

施工面積は 272.7 ha に達した 5)。そのうちセダム類主体が

22.9 ％であり，セダム類の緑化資材としての重要度が増して

いる。しかし，現在使用されているセダム類はメキシコマン

ネングサなどの外来種が多く，地域の植生撹乱が問題視され，

屋上緑化に適した在来種の緑化資材の開発が望まれている
2)。

 一方，キリンソウ（Sedum aizoon L. var floribundum
Nakai）はベンケイソウ科マンネングサ属キリンソウ亜属の

多年生で花茎は 1 年生であり，長さは 10 cm から 50 cm で 5
月から 7 月に星型で黄色の花を咲かせる 9)。花茎の長さ，葉

形や大きさ，乳頭状突起の有無，花の大きさに著しい個体差

が見られる。全国に分布し，山地草原，林縁，崖，海岸など

に自生し，土壌や水の少ない環境条件でも生育可能である。

キリンソウは在来種の屋上緑化に適した緑化資材として期待

され，すでに数社から種苗が販売されている 11)。しかし，街

路灯による夜間照明などの環境条件では生育や越冬性が著し

く阻害される場合があり，数年で衰退して消失する現象が一

部で観察されている。しかし，その要因は明確になっていな

い。また，街路灯による夜間照明などの植物への影響に関す

る報告は散見されるが 7,13)，キリンソウを含むセダム類での

報告は見られない。

そこで，本実験ではキリンソウの越冬芽の分化と伸長にお

よぼす照明の影響を調査した。

2．材料ならびに方法 

2.1 供試材料

材料は 2008 年に雪印種苗株式会社より分譲されたキリン

ソウのセル苗を酪農学園大学実験圃場内網室で 2008 年から

2010 年まで 1/2,000 a ワグネルポットで生育させた（写真

-1）。生育したキリンソウは 2010 年 5 月 26 日に 1/5,000 a
ワグネルポットに株分けし，養成後実験に供した。

2.2 越冬芽の分化におよぼす照明の影響

実験には酪農学園大学実験圃場実験室内の人工気象器

（KOITOTRON NHL-25DA 型，小糸工業）を用い，1 日 8
時間照明とした 8 時間照明区と 24 時間連続照明とした 24 時

間照明区を設けた。葉面付近での照度は 3,000 lx で，温度は

8 時間照明区の明期を 18 ℃，暗期を 10 ℃とした。また，24
時間照明区も 8 時間照明区と同様の温度設定とした。人工気

象器には 1/5,000 a ワグネルポットで養成していたキリンソ

ウを 58 cm×35 cm×10 cm のトレイ 3 枚に各 3 ポットずつ

並べた。人工気象器内の乾燥が著しいためトレイには水深 5
cm まで水を満たした。キリンソウは 2010 年 7 月 13 日から

日緑工誌，J. Jpn. Soc. Reveget. Tech., 37(1)，167-170，(2011)



写真-1 株分け前のキリンソウの様子

11 月 5 日まで適宜灌水しながら生育させた。10 月 28 日と

11 月 5 日に越冬芽を観察し，その長さを 11 月 5 日に測定し

た。また，キリンソウを 11 月 5 日に人工気象器から屋外へ

移動し，積雪下で越冬させ，翌 2011 年 4 月 19 日に越冬芽を

観察し，その長さを測定した。

2.3 越冬芽の伸長におよぼす照明の影響

実験は酪農学園大学実験圃場で行い，街路灯や建物などの

照明の影響を受けない自然日長区と街路灯の真下で夜間照明

（葉面付近での照度は 40 lx 程度）の影響を受ける夜間照明

区を設けた。各区に 1/5,000 a ワグネルポットで養成してい

たキリンソウを 2 ポット設置した。実験は越冬芽が分化し，

2 cm 程度に伸長した 10 月 6 日から開始した。11 月 12 日ま

で越冬芽を観察し，その長さを 11 月 5 日に測定した。また，

写真-2 キリンソウの越冬芽の分化におよぼす照明の影響

実験を行った場所でそのまま積雪下に越冬させ，翌 2011 年 4
月 19 日に越冬芽を観察し，その長さを測定した。

3．結果 

3.1 越冬芽の分化におよぼす照明の影響

キリンソウの越冬芽の分化におよぼす照明の影響を写真-2
に示す。キリンソウは 2010 年 7 月 13 日には 8 時間照明区と

24 時間照明区ともに開花していた。10 月 28 日には 8 時間照

明区では開花は見られず，すべての株に越冬芽が分化してい

た。越冬芽の長さは平均 7.0 cm であった。また，24 時間照

明区では全ての株で開花が見られ，越冬芽は 9 株中 3 株で分

化していた。越冬芽の長さは平均 0.5 cm で 8 時間照明区に比

べ短かった。一方，翌年融雪直後のキリンソウは 8 時間照明

区では前年に分化した越冬芽がほとんど生存しており，4 月

19 日には越冬芽の長さは平均 9.4 ㎝であった。また，24 時

間照明区では前年に分化した越冬芽がすべての株で枯れてい

た。4 月 19 日には 9 株中 6 株で新たに葉が分化し始めていた

が，茎葉は小さく，越冬芽の長さは平均 1.2 cm であった。

以上の結果，8 時間照明区（短日条件）は花芽分化を抑制

し，越冬芽の分化を促進することが明らかになった。また，

10 ℃という低温であっても 24 時間照明区（連続感光条件）

では花芽分化は継続され，越冬芽は短日条件に比べ分化しづ

らいことが明らかになった。

3.2 越冬芽の伸長におよぼす照明の影響

 実験期間中の最高最低気温の推移を図-1 に示す。また，キ

リンソウの越冬芽の伸長におよぼす照明の影響を写真-3 に示

す。2010 年 10 月 6 日の最低気温は 8.3 ℃で，10 月 14 日か

ら 5 ℃を下回る日が増え始めた。キリンソウの越冬芽以外の

葉は自然日長区では徐々に紅葉し始め，10 月 20 日頃紅葉が
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図-1 実験期間中の最高最低気温の推移

進んだ。夜間照明区では紅葉が多少遅れた。11 月 5 日の越冬

芽は自然日長区で葉が小さく閉じ，葉縁は赤紫色であった。

夜間照明区では葉が開いて全体に淡い緑色を呈した。越冬芽

の長さは自然日長区で平均 2.1 cm，夜間照明区で平均 5.7 cm
であった。11 月 12 日の越冬芽以外の葉は自然日長区で鮮赤

色を経て落葉したが，夜間照明区では自然日長区に比べて紅

葉が鈍く，落葉も遅れた。一方，翌年融雪直後のキリンソウ

は自然日長区では前年に分化した越冬芽がすべて生存して伸

長を始め，4 月 19 日には越冬芽の長さは平均 9.7 ㎝であった。

夜間照明区では前年に分化した越冬芽はほとんど枯れてい

た。4 月 19 日には残った越冬芽の茎葉は小さく，長さは平均

2.8 cm であった。

写真-3 キリンソウの越冬芽の伸長におよぼす照明の影響

 以上の結果，キリンソウの紅葉は自然日長区（短日条件）

では 5 ℃以下で誘導され，その後落葉することが明らかとな

った。しかし，その傾向は夜間照明区（連続感光条件）では

抑制され，紅葉や落葉が遅れた。一方，分化した越冬芽は 5 ℃

以下の低温条件であっても夜間照明区（連続感光条件）では

伸長した。

4．考察 

 本実験では，短日条件は花芽分化を抑制し，越冬芽の分化

を促進することが明らかになった。10 ℃という低温であっ

ても連続感光条件では花芽分化は継続され，越冬芽は短日条

件に比べ分化しづらいことが分かった。また，分化した越冬

芽は 5 ℃以下の低温条件であっても連続感光条件では伸長

することが明らかになった。紅葉は 5 ℃以下で誘導され，そ

の後落葉することが明らかとなった。本実験の結果は，キリ

ンソウは夜間照明など連続感光条件に置かれることで，越冬

芽の分化が抑制され，低温条件でも成長が続き，紅葉や落葉

が遅れ，積雪を迎えることを示唆した。このことが，キリン

ソウの越冬性を著しく低下させる要因であると推測される。

これまでの越冬芽の分化に関する研究においてアカマツ 3)や

カラマツ 10)，シラカンバ 8)，ポプラ 6)では越冬芽の分化は短

日条件で促進されると報告され，本実験結果と一致した。し

かし，それらの報告では越冬芽の分化は日長と温度の相互作

用で制御されていると報じられているが，本実験の結果から

は日長の影響を強く受けていることが伺われた。

一方，街路灯などによる夜間照明はホウレンソウでは抽だ

いを促進させ 12)，エダマメやスイートコーンでは花芽形成や
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出穂を遅延させた 13)。しかし，これらの影響は草種や品種で

異なることが報じられている。キリンソウは形態変異が大き

いことから 9)，遺伝変異は大きいと推測でき，感光性の異な

る系統が存在する可能性もある。今後は自生地や生育環境の

異なる個体や形態特性の異なる個体を収集し，感光性に関す

る遺伝変異を調査し，連続感光条件で高い越冬性を持つ個体

の選抜を試みたい。
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